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第11章

バーベ キュー ・ス ミス氏 は帰 って行 った。車 は風 を切 って彼 を連 れ去 った。か すか なガ

ソ リンの臭 いが 、彼 が た った今帰 った こ とを示 して いた。か な りの人 が彼 を見送 りに前庭

までや って来 ていた。 そ して今 、一同 は屋敷 の横 を廻 ってテ ラスや庭 の方 へ と戻 ってい く

ところだった。皆黙 って歩 いていた。誰 も、今帰 ったばか りの客 につ いて批評 しよ うとは

しなか った。

「どう?」 と、や っ とア ンが もの問 いたげ に眉 をあ げてデニ スに言 った。 「どう?」 誰 か

が話 を始 めて もいい頃だ。

デニス はその誘 いを断 った。 ス コーガ ン氏 に譲 った。 「ど うで すか?」 とデ ニ スは言 っ

た。

ス コーガ ン氏 は答 えず、た だ 「どうです?」 とその質問 を繰 り返 しただ けだ った。

発 言 はヘ ン リー ・ウ ィンブ ッシュに残 され た。「週末 の楽 しい添 え もので したね」 と彼 は

言 った。 その声 は死 亡記事 の ようだ った。

一同 は どこに行 くともな く
、 テラ スの横 の急 ない ちいの木 の散 歩道 を通 ってプール の方

へ と降 りて行 った。 屋敷 は彼 らの頭上 高 く讐 え、70フ ィー トの レンガ造 りの正面 に、築 き

あげた テラスの高 さが加わ って 、非常 に高 か った。三 つの塔 の真 っす ぐな線が何物 に も邪

魔 されず讐 え、 その高 さの 印象 を一層 高 め圧倒 され るよ うだ った。皆 はプール の端 に立 ち

止 ま り後 ろを振 り返 った。

「この屋 敷 を建 てた人 は、 自分 のす べ き ことをちゃん と心得 て いたんで すね」とデニ スが

言 った。 「建築家 だ ったんで すね。」

「そ うで し ょうか?」 とヘ ン リー ・ウ ィンブ ッシ ュは思惑 あ りげに言 った。 「私 はそ うは

思 い ませ ん。 この屋敷 を建 て た ファー デ ィナ ン ド ・ラ ピス卿 とい う人 は、 エ リザベ ス朝 に

栄 えた人 です。 父親 か らこの屋敷 を譲 られ、 その父親 は修 道院 の解体 の時 に これ を賜 った

んです。 だか ら クロー ムは元々修道僧 の ための修道 院で 、 この プール は養 魚池 だ った ので

す。 ファー デ ィナ ン ド卿 は、 この古 い修道 院 を 自分の 目的の ため に使 うだ けに満 足せ ず、
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納 屋 や牛 舎 や離 れ を建 て るための採 石場 として使 い、屋 敷 としては新 し くレ ンガ造 りの壮

大 な の を建 てた のです 皆 さんが今見 て い るのが それで す。」

彼 は屋 敷 の方 を指 さ し、 そ して黙 った。 ク ロー ム屋敷 は厳格 に堂 々 とそ して ほ とん ど威

嚇 す るかの よ うに、彼 らを見 下 して いた。

「クロー ムの偉大 な ところは」 とス コーガ ン氏 が話 の 糸 口 を捉 え、「間 違 いな く、積 極 的

に芸 術作 品 だ とい うこ とです 。 自然 と妥協 な どしてい ない。 む しろ 自然 を侮辱 し挑戦 して
(1)

い る。 シェ リー の 『魂 の分 身』 の 中の塔 とは少 しも似 てい ない。 もし記憶 に誤 りが な けれ

ば

『もはや人間技には見 えず

巨人のごとく

大地の中央 にその形 をとり

山 より、 自然石 より生 まれ

明る く高 き大空に讐 える』

いや違 う。クローム屋敷にはこんなたわ ごとなどない。百姓のあばら家が彼 らの ものであ

る大地か ら生 まれた ように見えるのは、確かに正 しい し相応 しい。 しか し、知的で文化的

で洗練 された人の家は土か ら生 まれたように見えるべきで はない。土の生活 とは完全に、
(2)

そ して不自然 に無縁であることを示すべ きだ。ウィリアム ・モ リスの時代からず っと我々

イギ リス人 には理解できない事実 だった。文化的で洗練 された人々が、真面 目な顔 をして

百姓 ごっこをしている。そこから奇妙な もの、美術工芸、百姓家 まがいの建物などが生 ま

れた。郊外 には、百姓家 を奇妙に真似た り応用 した りした家が際限な く並んでいる。貧 し

さと無知、そ して限 られた材料が百姓家 を生んだんだ。 あれは、適当な環境 にお けば、 そ

れはそれで 「巨人の ごとく』魅力 を持 っている。今 日我々は富 と技術 と豊富な材料 を使 っ

て、全 く不適 当な環境 に何百万 とい う百姓家 まがいのもの を作っている。愚かさもここま

で くれば大 した ものだね?」

ヘン リー・ウィンブッシュは、中断された話の糸をとりあげた。「君のいうことは、スコ

ーガ ン君」と彼は言い始 めた
。「その通 りだ。 しか し、 ファーデ ィナン ド卿が この屋敷を建

てた時に君 と同 じ意見だったのか、あるいは建築に関 して意見 を持 っていたか どうか、私

は怪 しい と思っているんだよ。 この屋敷 を建てる時 に、 ファーデ ィナン ド卿はたった一つ

の考 えに心を奪われていたんだ っ まり、厨 をどこにするか ということだ。衛生設備が

彼の一生で最大 の関心事だった。1573年 にこれについて一冊の本 を出版 しているくらいな

んだ。もっ とも今ではほとん ど手に入 らないが。『枢密顧問官勲爵士F.L.著 、厨 の設計』

というタイ トルで、かな りの知識を披露 しこの問題が上品に扱われている。一つの家での
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衛生 設備 の場 所 を決 める彼の基本 原則 は、厨 を下 水設備 か らで きるだけ遠 くに設 ける とい

うことだ った。 そ こで、厨 は当然 屋敷の一 番上 に作 られ 、垂直 の軸 で地下 の穴 や管 と繋 が

れ るこ とにな った。 もっ と もフ ァー デ ィナ ン ド卿 がただ物 理的 かつ衛生 的 な ことだ けで こ

う した とは考 えるべ きではな い。 とい うの は、厨 を こんな高 い所 にお くという ことには、

す ば らしい精神 的理 由が あったの だ。 『厨 の設 計』の第 三章 の中で、彼 は自然 の諸欲求 は非

常 に低俗 で動物 的で あ るため、 それに従 ってい る と我 々 は 自分が宇宙 の最 も高貴 な もの で

あ る ことを忘 れが ちにな る と語 ってい る。 この堕落 的な影響 に逆 うため には、厨 はな るべ

く天 に近 い ところに し、雄 大 な眺 めの とれ る窓 をっ け、 さ らに厨 の壁 には本棚 を置 き 『ソ
(3)〔4)〔5〕 〔61

ロモ ンの箴 言』、 ボエ シウスの 「哲 学 の慰 め』、エ ピクテー タス、マル クス ・ア ウレ リウ ス
(7)

の格 言集 、エ ラスム スの 『手引 き書 』 といった人 智の粋 を集 めた本、 さらには、人間 の魂

の高貴 さ を証 明 す る古今東 西 の所産 を並 べ るべ きだ と言 って い る。 クロー ム屋敷 で は この

考 え を実行 す る ことがで きた。三本 の塔 の天辺 にそれ ぞれ厨 を作 った。 こ こか ら一本 の軸

が この屋敷 の全長、 つ ま り70フ ィー トの高 さを降 りて地下 室 に届 き、築 きあ げたテ ラ スの

一番下 と同 じ高 さの地 面の 中 にうめ込 まれ
、水 を流 す下水管 の中 へ入 ってい る。 この下水

管 は養 魚池か ら数百 ヤー ド下 の川 に通 じてい る。塔 の一番上 か ら地 下の下 水管 までの軸 の

全長 は102フ ィー トあ った。18世 紀 には、近代 化 のため に これ らの記 念すべ き衛生設備 は壊

されて しまった。言 い伝 えや、 フ ァーデ ィナ ン ド卿 に よる正確 な説 明書 が な けれ ば、 こ う

い った厨 がか つてあ った ことす ら我々 は知 らなか っただ ろ う。 また、 フ ァーデ ィナ ン ド卿

が この屋敷 を こうい った風 変わ りで、 すば らしい形 に した のは単 に美 的理 由だ と考 えたか

もしれ ない。

過 去の様 々 な栄光 を考 える と、ヘ ン リー ・ウ ィンブ ッシュの心の 中に はいつ も熱 い情 熱

が沸 き上 るのだ った。灰色 の山高帽 の下 の顔 は、話 を進 め るにつれて紅潮 して いった。今

はない厩 の思いが彼 を深 く感 動 させた。話 を終 えた。す る と顔 の輝 きは次 第 にな くな り、

頭 をおお ってい る真面 目で礼儀 正 しい帽子 その ものの顔 にな った。長 い沈黙 が あった。優

し く憂 欝 な思 いが それぞれ の人 々の心 を捉 えて いた よ うだ った。永 遠、 はか な さ一 フ ァ

ー デ ィナ ン ド卿 と厨 は もうない
、 クロー ム屋 敷 は今 だ に ここに存在 してい る。太 陽 は何 と

明 る く輝 き、死 は何 と不 可避 な もの か!神 の御 業 は不 思議 だ、 しか し、人間 の業 は さらに

不思議 だ…

「気持 ちがす っ き りす るね」 とスコーガ ン氏 がや っ と言 った。 「こうい った現 実離 れ した

イギ リス貴族 の話 を聞 くと。厩 にっ いて一っ の理 論 を持 ち、 それ を実行 す るた めに立 派で

壮大 な屋敷 を建 て るな んて、本 当にす ば ら しい、見事 だ!こ うい うの は好 きだね。風変 わ

りな貴族 たちが大 きな馬車 に乗 って、途 方 もない用事 のため に ヨー ロ ッパ を渡 り歩 く。 オ

ペ ラ歌 手、 ラ ・ビア ンキの喉 を買い にベ ニス まで行 く。 もちろん、 そん な もの彼 女が死 な

ない と手 に入 りは しな い。 しか しそん な こ とは どうで もいい。待 って い るんだ。有 名 なオ
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ペ ラ歌 手 の喉 を コ レクシ ョン として 集 めて い るんだ。 また、有 名 な音楽 家 の楽器 に も熱 中
(8)(9)

している。パガニー二を買収 してグアルネ リの作 った小 さなバ イオ リンを手 に入れようと

している。 しか し成功 の望みはまずない。パガニー二はバ イオ リンを絶対に手離さない。

しか しギター一本 くらいならくれるか もしれない。 また、十字軍に従軍 し野蛮なギ リシア

人の中で悲惨 な最期 を遂げた り、 白いシルクハッ トをかぶ ってイタ リア人を先導して圧迫

者に立ち向 うもの もある。あるいは全 く仕事 もせず、その奇行 を大陸の風に当てている連
(10)

中 もいる。本国では自由気儘に入念にその奇行 を育 てている。ベ ックフォー ドは塔を建て、
(ID〔12>

ポー トラン ド公は地面 に穴 を堀 り、百万長者のキャベ ンデ ィシュは馬小屋に住 んで羊肉 し

か食べず、50年 間の電気に関する様々な発見の先取 りを して一人で楽 しんでいた。 これ ら

は全て個人的喜びのためだった。見事な奇人たちだ!ど の時代 もこういった人々の存在 に

よって生 き生 きとして くる。いつか、デニス、君 は…」 とスコーガ ン氏は彼の方に小 さく

て丸 くよ く光る目を向けて言った 「いつか君 は彼 らの伝記を書かなければいけないよ

『奇人たちの一生』 いいテーマだろう。僕 が自分で書 きたい くらいだ。」

スコーガン氏 はもう一度、高 く讐 えている塔 を見上 げ、二、三度 「奇行」 とつぶやいた。

「奇行… これは貴族たちを正 当化す るものだ。有閑階級、世襲財産 、特権、天賦の才、そ

の他 の不公平さ全てを正当化 して しまう。 この世の中で理 にかなった ことをしたい と思 え

ば、世論の攻撃 も受 けず、貧困の心配 もな く、安定 して自由で暇 もあって 「正業』 という

名 の日常の馬鹿々々 しい仕事 などしな くて もいい階級の人間が必要なんだ。限界 ぎ りぎ り

で もしたいことので きる階級が必要だ。奇行 にふ けり、その奇行が黙認 され理解 される階

級が必要だ。貴族 にとって大切 なのはこのことだ。奇行であるだけでな く 時 には壮大

ともい うくらい奇妙な場合 もあるが 他の階級の奇行 も黙認 し奨励 さえする。芸術家や

新奇 を追い求 める思想家の奇行 も、一般 の人々な ら本能的 に感 じる恐怖、嫌悪感、反感 を
(13)

彼 らは感 じない。貧乏 白人 その上渡 り者の中に作 られたアメ リカンインデ ィアンの保

護地帯の ような ものだ。その中で野蛮人がは しゃぎ回っている いささか下品で風変わ

りではあるが。 そしてこの枠の外で同 じような精神 を持 って生 まれた ものは、野蛮で常規

を逸 した ものに対 して良き市民 らしく、貧乏 白人たちか らの非難場所 となる。社会革命が

起 きれ ば保護地帯はな くなるだ ろう。アメリカ ンイ ンディアンたちは、貧乏白人 たちの海
(14>

の 中 で溺 れ死 ぬだ ろ う。 そ う した らど うな るか?彼 ら白人 た ち は依 然 と して君 に ビラネル

を書 き続 け させ て くれ るだ ろ うか、 デ ニ ス?ヘ ン リー、君 もこの す ば ら しい屋敷 に住 んで

空 しい知 識 の鉱 山 を静 か に堀 り続 ける こ とが許 され るだ ろ うか?ア ン、 君 だ って…」

「あ なた は」 とア ンが さえ切 って言 った 。 「そ うや って話 し続 けてい られ るか しら?」

「安 心 して 下 さい」とス コー ガ ン氏 は言 った。 「許 され ませ ん、 『正業 』につ くで し ょうか

ら。」
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第12章

(15)

「胴 枯 れ病 、 う どん粉 病 、黒穂 病 …」 メ ア リー は訳 が わか らな くなっ て困 って しまった。
(16}(17)

聞 き間違 え たのか も しれ な い。 多分 。本 当 は、 デニ ス は 「ス クワイ アー、 ビニ ョン、 シ ャ
q8)〔19)(20)(2D(22>

ン ク ス 」 と か 、 「チ ャ イ ル ド、 ブ ラ ン デ ン 、 ア ー プ 」 だ と か 、 「ア バ ク ロ ン ビ ー 、 ド リ ン ク

(23)(2週)

ウォー ター、 タ ゴール 」 と言 ったの か もしれ な い。 で も、 あの時 は聞 き間違 えて はい なか

った。 「胴枯 れ病 、 う どん粉病 、 黒穂 病 」だ った。 その印 象 はは っ き りしてい て、忘 れ られ

ない。 「胴枯 れ病 、 う どん粉病 …」と彼女 は、デ ニス が本 当 にあの 時、 あ りそ うもない言葉

を口 に したの だ と結 論 づ け よ うと した。 彼女 が真 面 目な論 議 をす るの を彼 はわ ざ と避 け よ

う とした のだ。 不快 だ。 女 だか ら とい う理 由だ けで女 と真 面 目 に話 を した くない とい うよ
(25)

うな男 は 我 慢 で きな い!エ ゲ リアか 、 そ うでな けれ ば、 それ以 外 の人物 で は駄 目なの

か 。 ゴ ンボール ドの方 がず っ とい い。 フ ランス南部 の 特徴 はち ょっ と不 安 だが 、少 くとも

真 面 目 に仕事 は してい る し、彼女 が一 緒 にで きるの は彼 の仕事 の 方 だ。 で は デニ ス は?一

体 デ ニス は何 なの か?所 詮 は アマチ ュア、素 人 …。

ゴンボ ール ドは、空地 の 向 こうの緑 の小 径 にあ る現在 使 わ れて い ない倉庫 を仕 事部 屋 と

して勝手 に使 って いた。 四角 い レンガ造 りの建 物 で、屋 根 は尖 ってい て小 さ な窓 が壁 の上

にい くっか あ った。 ドア には四段 の は し ごが つ いて いた。 とい うの は、 そ の倉庫 はネ ズ ミ

が来 れ な い よ うに地 面 よ り高 い位 置 に あ り、灰 色 の石 の上 に は えて いる四本 の 巨大 な毒 き

の この上 に建 て られて いたか らであ る。 中 には、 埃 とクモ の巣 の臭 いが か すか に漂 って い

た。 小 さな窓か ら常 時射 し込 む細 い一 筋 の光 の回 りには、 銀色 の ほ こ りが集 まって いた。

ゴ ンボール ドは、 ここで毎 日六、 七時 間 、猛烈 な集 中力 で 仕事 を して いた。 彼 は、捉 え る

ことが で きれ ばの話 だが 、何 か新 しい もの、何 か もの す ごい もの を追 い求 めて いた。

㈱

この八年間の内のほ とん ど半分 は、このこととの戦いだった。立体主義の彼方を目指 し、

今は立体主義か ら卒業 していた。形式化された自然 を描 くことから始 め、それから徐々に

自然か ら純粋 な形の世界へ と入 り、ついに人間の心があみ出す、抽象的で幾何学的な形の

中に表われ る自分 自身の考 えだけを描 くに至ったのだった。 この過程 は骨の折 れるそして

刺激的な ものだ と気付 いた。それか ら突然、面 白 くな くなり耐 えられない くらい狭 い限界

の中に置かれていると感 じた。自分の作 り出 した形 は何 とわずかで未熟でつ まらないもの

か と、恥ずか しくなった。自然の産 み出す ものは数限 りな くあ り、想像 もで きないくらい

微妙で精巧な ものだ。彼は立体主義 をやめた。卒業 してしまった。 しか し立体主義の修養

のお蔭で、過度に自然 を崇拝する ということはなかった。彼が とり入れたの は自然の豊か

で微妙で精巧な形であったが、いつ も目的 としていたのは、その形 を感動的な単純性 と形
(27)

式 を持 つ全 体 へ と作 る こ とだ っ た。 カラバ ッジ ョの優 れ た作 品 の記憶 が心 に浮 か んだ 。暗
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闇 の中 か ら表 わ れ る生 き生 き とした形 が 、数学 的観 念 と同 じ くらい単一 で単 純 で は っ き り

とした構 図 を作 りあげ ていた 。「十字 架 にか け られた ペ テ ロ」、「リュー トを弾 く人 」、「マ グ

ダ ラの マ リア」 の こ とを思 い出 した。 カ ラバ ッジ ョ、 あ の恐 るべ き奴 に は秘 密 が あった の

だ!今 ゴ ンボール ドはそれ を一 生懸 命追 い求 めて いた。 そ うだ、 もし捉 え る こ とが で きれ

ば、 もの す ごい こ とだ ろ う。

長 い間、 彼 の頭 の中 に は一 つ の考 えが あ った。 数多 くの スケ ッチ を し下絵 を描 き、 それ

か らその考 え をキ ャ ンバ ス に移 した。 一人 の男 が馬 か ら落 ちて い る。絵 の上 半 分 は このや

せ た 白い馬 の巨大 な体 で 占 め られ て いた。 うつ むい てい る その頭 は影 に なっ てい て、 やせ

た馬 の体 が 目立 って い る。 二本 の 足 はア ーチ の よ うに絵 の両 側 にあ る。塔 の よ うに讐 えて

い る足 の間 の地 面 には、頭 を極 端 に手 前 にお き、体 を歪 め両 腕 を左右 に大 き く広 げた男が

倒 れ て いた。 白 く非情 な光 が右 側 の前景 のあ る一点 か ら注 がれ て い る。馬 と倒 れ た男 だ け

に光 が 当 た り、 その回 りも向 こう側 も後 ろ も全 て真 っ暗 だ った。 あ るの は馬 と人 間だ けだ

った。馬 の体 が絵 の上 半 分 を占め ていた。 両側 に は馬 の二 本 の足 と大 きなひず めが あった。

その下 に男 が倒 れ てお り、歪 ん だ男 の顔 に焦点 が おか れ てい た。左 右 の腕 は絵 の両側 に大

き く広 げ られ て い た。 弓な りに な った馬 の腹 の下 、両足 の 間 で男 の 目は暗闇 を見 つめ てい

た。光 の 当た った二 つの姿 と暗 闇 …。

絵 は半 分以上 出来 上 ってい た。 ゴンボ ール ドは午 前 中ず っ と男 の姿 を描 き続 けて いた 。

そ して今 、 一休 み して た ば こに火 をつ けた とこ ろだ った。 ほ とん ど壁 に触 れ る くらい椅 子

を後 ろに傾 けて、 キ ャ ンバ ス を じっ と見 つ めて いた。 満足 して い る半 面が っか りも して い

た。 絵 自体 は悪 くない。 しか し彼 の追 い求 めて い る もの、 もし捉 える こ とがで きれ ば もの

す ごい もの に な るはず の もの を、 彼 は手 に入れ た のだ ろ うか?こ れか ら先 その見 込 みが あ

るの だ ろ うか?

三 回 ドア をた た く音 が した トン、 トン、 トン!び っ くりして ゴンボー ル ドは ドアの

方 を振 り向い た。今 まで仕事 中邪 魔 を した もの は いなか った。 いわ ば不文 律 の よ うな もの

だ った 。 「はい!」 と彼 は叫 ん だ。少 し開 い て いた ドアが勢 い よ く開 き、 メ ア リー の姿 が現

わ れた。 は しごの半 分 まで登 って きて いた。 彼が駄 目だ とい え ば、 こ こにい る方が 引 き返

す の には楽 だ し体 裁 も悪 くない。

「入 って もい いか しら?」 と彼 女 は尋 ね た。

「どうぞ。」

彼 女 は残 りの二段 を飛 び こえて入 口の ところ にや って来 た。「二 回 目の郵 便 で お手 紙 が来

てい ました」 と彼 女 は言 った。 「大切 な もの で はな いか と思 って持 って来 たの です が。」手

紙 を渡 す時 の彼女 の顔 は き らき ら輝 い てい た。見 え透 い た 口実 で はなか った。

ゴ ンボー ル ドは封筒 に 目をや り、 その ま まポ ケ ッ トに しまった。 「あい に く」と彼 は言 っ

た。 「大切 な もの で はあ りませ ん。 で もど う もあ りが とう。」
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沈黙 が あ り、 メ ア リー は少 し意 心地 が悪 くな った。 「絵 を見 せ ていた だ け ませ んか?」 と

勇気 を出 して言 っ てみた。

ゴ ンボール ドは まだ半分 しか たば こを吸 って いなか った。一 本吸 い終 わ る まで は仕 事 を

再 開 す る気 はなか った 。「ここか ら見 るのが一 番 いいで す よ」 と彼 は言 った。

メア リー は、 しば ら く黙 って絵 を見 て いた。実際何 と言 ってい いかわ か らなか った。 び

っ くりして途 方 に くれ てい た。 立体 主義 の作 品 を期待 して いた。 それ なの に目の前 にあ る

の は人 間 と馬 の絵 、一 目で それ とわか る ど ころか、 あ ま りに も正確 に描 か れ て さえあ る。
〔28)

馬の下に倒れて、歪んだ人物 の絵を言い表わすには、『だまし絵』という表現以外 には他 に

言葉がなかった。 どう考えどう言えばいいのか?順 応性 はな くなって しまった。昔の巨匠
(29>

た ちの再現 主義 な ら誉 める こ ともで きる。 は っ き りと。 しか し、現 代画 家 にお いて は…?

18才 の時 な らで きた だ ろ う。 しか し立 派 な判 断力 を養 う5年 間 の教 育 を受 けた あ とで は、

現代作 品 の再 現主義 に対 す る彼女 の本能 的 な反 応 は軽蔑 だ った 軽 蔑 を込 めて大笑 いす

るこ とだ った。 ゴンボール ドは何 を しよう として い るのか?以 前 に彼 の作 品 を誉 めて いれ

ば よか った と思 った。 しか し、今 は ど う言 ってい いのかわ か らなか った。 あ ま りに もむっ

か しい こ とだった。
　

「どち らか とい えば明暗 法か しら」とや っ と言 った。 そ して、穏 や かで その上 鋭 い批評 の

言葉 を見 つ け られて 内心喜 ん でいた。

「そ うで す」 とゴンボー ル ドは同意 した。

メア リーは嬉 しか った。 ゴ ンボール ドは彼女 の批評 を受 け入 れ て くれ た。真面 目な議論

だ。彼女 は頭 をか しげ 目を細 めた。 「とて もすば らしい と思 い ます 」 と彼女 は言 った。「で

も私 に は少 し… だ ま し絵 …」彼 女 は ゴ ンボー ル ドの 方 を見 た。彼 は返 事 もせず にた ば こを

吸 い なが ら考 え深 そ うに絵 を じっ と眺 め て いた。 息苦 しそ うに メア リー は続 けた。 「この

春、 パ リにいた時、 ソプ ラスキーの作 品 をた くさん見 ま した。 とて もす ば らしい もの で し

た。 もち ろん抽 象的 です ものす ご く抽 象的 で ものす ご く知的 で。 二つ か三 つの長方 形

をキ ャ ンバ スに描 いて一 御 存知 で し ょう、 そ して基本 的 な色 を塗 るんで す。 で もデザ イ

ンはす ば らしい もの です。 日毎 に抽 象的 にな ってい って、私 がパ リにい る間 に三次 元 の世

界 をや め て、今二 次元 の世界 をや め る こ とを考 えて いるんで す。 これ か らは真 っ白な キ ャ

ンバ ス にな るだ ろ う と言 ってい ます。論 理的結 論 です。 完壁 な抽象 化。彼 の絵 は終 わ りか

けて い ます。 純粋 な抽 象化 に到達 すれ ば、今度 は建築 に移 るつ もりです。建 築 の方 が絵 よ

り知的 だ と彼 は言 ってい ます。 そ うは思 い ません か?」 と彼女 は もう一度 尋ね た。

ゴンボール ドは、 た ば こを落 と して足 で踏 みつ けた。 「ソプラ スキー は絵 をやめ」と彼 は

言 った。 「僕 はた ば こを吸 い終わ った。 で も僕 は絵 を描 き続 ける。」 そ う言 って彼女 の方 に

や って来 て、肩 に腕 を まわ し絵か ら離 し、 自分の方 に向かせ た。

メア リー は彼 を見上 げた。 黄金 の鈴 の よ うな髪が 揺れ た。彼女 の 目は穏 やか に微笑 ん で
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いた。 その時 が来 た。彼 の腕 はメア リー を抱 き しめて いた。彼 はゆ っ くりと歩 き彼 女 も一

緒 に歩 いた。歩 きなが らの抱擁 だ った。 「私 の言 う こ とわか って くれ ます?」 と彼 女 は繰 り

返 した。 その時 が来 るか もしれ ない。 しか し知 的 で生真 面 目であ る こ とをや め る ことはで

きなか った。

「わか りませ ん、考 えてみ ま し ょう。」 ゴ ンボール ドは抱擁 の手 を緩 め、 肩か ら手 を離 し

た。 「は しごを降 りる時 は気 をつ けて」 と彼 は心配 そ うに付 け加 えた。

メア リー はび っ くりして振 り向いた 。二人 は開 けた ままの ドアの ところにい た。彼女 は

しば ら く困 った様 子 でそ こに立 って いた。肩 におかれ てい た腕 は背 中の下 の方 にあ り、 三、

四 回優 し くた たか れた。 彼女 は それ に、機 械 的 に応 えて一歩前 に出た。

「は しごには気 をつ けな さい」 とゴンボール ドが もう一 度言 った。

彼 女 は慎 重 だ った。後 手 に ドアを閉 め、緑 の小径 に出 た。 ゆ っ くりと農 場 の方 へ と戻 っ

て行 った。 物思 い に沈 ん でい た。

第13章

ヘ ン リー ・ウ ィンブ ッシュ は、夕食 の時、 厚紙 の紙 ば さみで簡 単 に とじた一束 の印刷 し

た書 類 を持 って きた。

「今 日は」と彼 は厳 か な調子 で それ を見せ なが ら言 った。 「今 日、 『クロームの歴 史』の 印

刷 が終 わ りま した。今 夜最 後 のペ ー ジの 活字 を組 む手 伝 い を した んです。」

「あの有名 な 『歴 史』で すか?」 とア ンが叫 んだ。 この大 仕事 の著述 と印 刷 は、思 い出せ

な い くらい前 か ら続 い ていた。 ヘ ン リー伯 父 の 『歴史 』 は彼女 の子供 の頃 か ら、漠然 と伝

説 めいて いて話 に聞 いた ことはあ ったが、見 た こ とはなか った。

「ほ とん ど30年 近 くかか った」 とウ ィンブ ッシ ュ氏 は言 った。 「書 くの に25年 、 印刷 に4

年。 そ して今 日、完 成 した フ ァー デ ィナ ン ド ・ラ ピス卿 の誕生 か ら私 の父の ウィ リア

ム ・ウ ィンブ ッシ ュの死 までの全記 録3世 紀半 以上 に もわた る ものだ。 クローム屋敷

で書 か れ クローム の私 の印刷所 で 印刷 された クローム の歴史 だ。」

「完 成 した のな ら読 ませ て もらえ ます か?」 とデニスが 尋ね た。

ウ ィンブ ッシュ氏 は うなず いた。 「もち ろんです」 と彼 は言 った。 「面 白 くな くはない で

す よ」と謙遜 してつ け加 えた。 「この屋 敷 の記 録保 安室 の、特 に昔の記録 は しっか りして い

るんだ。三 又 フ ォー クの導入 につい て も明 らか にで きそ うな んだ。」

「人間 の方 は ど うな んです か?」 とゴ ンボール ドが尋 ねた。 「フ ァー デ ィナ ン ド卿 や その

他 の人々 は 面 白い人 た ちだ った んです か?犯 罪 や悲劇 的 な ことはない んです か?」

「え一 と」 とヘ ン リー ・ウ ィンブ ッシ ュは考 え深 そ うに あ ごをなでた。 「自殺 が二件 、非

業 の死が 一件 、失恋 事件 が四 、五件 、身分 違 いの結婚 や女 を誘 惑 した り私 生児 が生 まれ た
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りして家名 が 汚 され たの が五 、六件 。全 体 と して は静か で大 した事件 の な い歴 史 だ。」

「ウ ィンブ ッシ ュ家 もラ ピス家 も冒険 好 きで ない 、上 品ぶ った人 たち なの よ」とプ リシラ

が軽 蔑 した ように言 った。「も し今 、私 が私 の家 の歴 史 を書 くとした ら!始 めか ら終わ りま

で家 名 を汚 す もの ばか りで しょ うね」 と彼 女 は楽 しそ うに笑 い ワイ ンを もう一杯飲 んだ。

「も し私 が私 の家 の歴 史 を書 くとした ら」 とス コー ガ ン氏 が言 っ た。 「存 在 しない だ ろ う

ね。 ス コー ガ ンー族 は、二 代 目以降 古代 の霧 の 中 に消 えて い るんだ か ら。」

「夕食 の後 で」 とヘ ン リー ・ウ ィンブ ッシ ュは、 クローム の今 まで の当主 た ち に対 す るプ

リシ ラの軽 蔑 した よ うな言 葉 に少 し腹 を立 て て言 った。「歴 史 の 中か ら一 っエ ピソー ドを読

んで み ま し ょう。 そ うすれ ば、 ラ ピス家 にだ って上 品 は上 品 な りに、悲劇 が存 在 し冒険 談

が あっ た とい う こ とが わ か るで し ょう。」

「聞 きた い もの だわ」 とプ リシラが言 った。

「何 が聞 きた いの?」 とジ ェニーが 、鳩 時計 の鳩 が突 然飛 び出 して くるよ うに、 自分 だ け

の世界 か ら出 て来 て尋 ねた 。説 明 を聞 くと、 にっ こ り笑 い、 うなず き、 「な るほ ど」と言 っ

て元 の世界 に戻 り ドア を閉 め て し まった。

夕食 が終 わ り、 一同 は応 接間 に場 所 を移 した 。

「さて」 とヘ ン リー ・ウ ィンブ ッシ ュが ラ ンプの方 へ椅子 を引 き寄せ て言 った。 べ っ こう

の鼻 めが ね をか け、簡単 に と じた だ けで、 まだバ ラバ ラのペ ー ジ を注意 深 く、め くり始 め

た。読 む と ころ を見 つ け、 「いいで すか?」 と顔 をあ げた。

「どうぞ」とプ リシラは あ くび を しなが ら言 った。皆 が黙 って い る中、 ウ ィ ンブ ッシュ氏

は一 つ軽 くせ き払 い を して読み 始 めた。

「1740年 、ラ ピス家 四代 目の準 男 爵 にな る運 命 を持 った子供 が生 まれ た。とて も小 さな赤

ん坊 で生 まれ た時 は3ポ ン ドに満 たなか ったが 、元気 で健 康 だ った。母 方 の祖 父 で主教 だ

った ハー キ ュ リー ズ ・オ ッカム 卿 に敬 意 を表 して、 ハー キ ュ リー ズ と名 付 け られ た。彼 の

母 親 は多 くの母 親が す る よ うに、 ノー トに彼 の毎 月 の成長 を記 録 した。10か 月で歩 き、2

才 に な る まで に言葉 を話 す ように なっ た。3才 の時 の体重 は24ポ ン ドしか な く6才 の時 に

は読 み書 きは完 全 に出来 、音 楽 の才能 もす ば ら しい もの だ ったが 、体 の方 は2才 の子 供 よ

りも小 さか った。 この 間 に母 親 は男 の子 と女 の子 を一 人つ つ生 んだが 、一 人 は偽 膜性 喉頭

炎 で赤 ん坊 の時 に死 に、 もう一人 は5才 に な る前 に天 然痘 で亡 くな っって し まった。 ハ ー

キ ュ リー ズだ けが唯 一 の子供 とな った。」

「12才の誕 生 日の時 に はハ ー キ ュ リー ズ の身長 はわ ず か3フ ィー ト2イ ンチ しか なか っ

た。頭 の形 は とて もよ く品 もよか ったが 、体 の割 に は大 きす ぎた。 しか しその他 の点 で は

非 常 に均 整 が とれ てい て、体 の割 には力 もあ り敏速 だ った。両 親 は何 とか して彼 を大 き く

しよ うと当 時の 有能 な医 者 に相 談 し、様 々 な処 方 を文 字通 り行 ってみ たが無 駄 だ った。 あ

る医者 は た くさん 肉 を食 べ る よ うに勧 め、別 の医者 は運 動 を勧 めた。 また あ る医者 は、異

一77一



オルダス・ハックスレー 「クローム ・イエロー」(翻訳③)

教徒 糾 問所 で使 われ た もの をモ デル に した小 さな拷問 台 を作 り、 その上 にハ ー キ ュ リーズ

をのせ て朝晩30分 づ っ非 常 な苦痛 を与 えて身体 を引 っ張 った。 次 の三年 間 でハ ー キ ュ リー

ズ は身長 が2イ ンチ伸 び たが 、 その後彼 の成長 は完 全 に とま り、一生3フ ィー ト4イ ンチ

(31)

の こび との域 を出なかった。息子に大 きな期待 をかけ、マールバ ロ公 のような軍人 になっ

て欲 しいと思っていた父は大いに落胆 した。『この世 に奇形児 を送 った』といっ も言い、激

しい嫌悪感 を示 したので、息子 は父の前 にはほとんど姿 を現わ さなかった。穏やかだった

性格 も、失望で気 むつか しくな り乱暴になった。世間 との交際 を避 け(造 化の戯れの父であ

る自分が、普通の健康な人々の中にいるのは恥 ずか しいのでと言 っていた)一 人 で酒に浸

り、そのため早死 して しまった。ハーキュリーズが成人 する前 に父 は脳溢血で亡 くなった。

父の嫌悪が増 すにつれ愛情 をますます注いで くれた母 も長 くは生 きていなかった。夫の死

後一年足 らずで、2ダ ースの牡蠣 を食べて腸チフスで死んでしまった。」

「こうしてハーキュ リーズは21才 の時 に孤児 とな り、クロームの地所 と屋敷 を含むかなり

の財産の所有者 となった。子供時代の美 しさと知性 は大人 になって も失われず、 こび との

身長でさえなけれ ば当代一の美 しく洗練 された若者 になっていただ ろう。英語、 フランス

語、イタリア語で書かれた多少 とも価値のある近代作家の作品だけでな く、ギ リシア、ラ

テンの作家の作品 もよ く読んでいた。音楽の才能 もあ り、バイオ リンも上手で、バイオ リ

ンを弾 く時 にはコン トラバスを弾 くように両足の間にバイオ リンをおいて椅子 に坐 って弾

いていた。ハープシコー ドや クラビコー ドの音楽 は特 に好 きだったが、手が小 さす ぎるた

め演奏することはできなかった。小 さな象牙の笛 を作 らせ、気分が落ち込んだ時 は素朴な
(32)

田舎風 の曲や ジグ舞曲を演奏 していた。 こういった曲の方が巨匠たちの芸術作品 よ り気持

ちを元気 にさせる と考 えていたためである。幼い頃か ら詩作の修養 をか さね、かな りの力

を発揮す ると自分では思っていたが出版 した ことはなか った。『私の身長が私の詩 に反映 し

ている。 もし世の中の人々が私の詩 を読む とした ら、それは私が詩人であるか らではな く、

こび とであるか らだ』 と彼はよ く言 っていた。ハーキュ リーズ卿の詩の原稿が少 し残って

いる。その一遍 は彼の詩人 としての才能 を十分示 している。

『古 代 、 世 界 が ま だ 若 く 、

(33)(34)

ア ブ ラハ ムが 羊 を飼 い、 ホー マ ーが詩 を作 る以 前 、
(35)

鍛冶屋の トバルは創造の火 を飼い慣 らし、
(36)(37)

ヤバルは天幕に住 にユバルが竪琴を奏でていた頃、

腐敗 した肉体は怪物 を生み

醜悪 な巨人が怯 える大地 を踏 みつけ

やがて神 は罪深 き一族に耐えかね

怒 り、大洪水の中に彼 らを沈めた。
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〔38)

多産のテルスは再 び子 を宿 し、

無骨な英雄 と戦士を生み

逞 しい肉体の上に無知な頭 を乗せ

愚かで大胆で愚鈍。

時 は流れ、人類は洗練 され

力は弱 く、 しか し、知力は大 き く

先祖 の剣、弓、矛 を嘲笑 い、

ペ ンを使 うことを覚えた。

キャンバ スと文字が

彼の名を不滅の もの とし

その名は栄誉の殿堂の壁 を飾る、

人類が小 さくなるにつれ芸術が大 きくなったがために

この ように人類の長い進歩 を辿 ると

巨人が死に英雄があとに続 く、

堕落 した巨人、愚かな英雄、

一・方に我々は打ち震 え
、他方を嘲笑 う。

最後に人間が現われ る。その精神の

清 らかな光は、節度をわ きまえた肉体の中で燃える。

古代、英雄が戦 い巨人が群が っていた頃

人間は精神のない巨大な塊で、

その巨大な塊 を支配するのに疲れ

精神 は眠 り、頭の中は空虚 だった。

近 ごろ、肉体が小 さくなるにつれ、

精神 は疲れることな く働 き、
(39)

ファロスの灯台のように知性の光を放つ。

しか し神は向上するこの人間の

歩 みを止めたいと思 うだろうか?

知性、美において

巨人族 より遥かに優れている人類 を?

立 ち去れ、不遜な考えよ!神 の御手に

導かれ人類は約束の地 に向かって進 む。

いつか時 は来 るだろう(予 言者の ごとく私 は遥か彼方の暗 い空の向 こうに、かすかな

光 を認める)

黄金時代の幸せな人間が、
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暗い歴史のペー ジを逆 にめ くり

現在の自慢の人類の中に

巨人や古代 の戦士たちの ような

無骨な肉体 と死 んだ冷たい頭脳 を見 る時が。

やがてその時が来て、魂 は

不必要な物質か ら解 き放たれ

軽い肉体 は子鹿の ように敏速 に

ビロー ドの芝の上 を優雅 に走 り回るだろう。

自然の最 も繊細で最後 の子である

完全 な人類が地球 を所有するだろう。

しか し その時は まだだ!い まだに

小さ くなった とはいえ巨人が、美 しい大地 を

踏 みしめ、粗野で不快で自尊心の強 い

不完全 な人間が大声で誇 っている。

肉体の大 きさを誇 り、その名残 りを残 している

巨人の醜悪 さを誇 り

小 さいものに対 しては軽蔑 し

自らを神 の子 と思っている。

嘆かわ しいこの運命

高貴な種族の数少 ない先駆者たちの運命!

人間の輝か しい栄光 を予言す るために生 まれなが ら

天 を目指すその生活は地獄の生活。』

財産 を相続するとす ぐ、ハーキュリーズ卿 は一家の改造 を始めた。 というのは、その奇

形 を恥 じていた訳 ではないが 上の引用 した詩か らもわか るように、彼 は自分の方が多

くの点 において普通の人間 より優れていると考えていた 普通の男や女の存在 を煩 わし

いと考 えていたか らである。世 の中においての野心は全 て捨 てなければならない と考え、

世 の中から身 を退 き、全てが 自分の体 に合 う自分だけの世界 をクロームに造 ろうと決心 し

た。従って、昔の召使 いたちは解雇 し適 当な後任が見つか り次第、 こび との召使いに代 え

ていった。二、三年の内に彼の回 りにはた くさんの召使 いが集 まり、4フ ィー トを越 える
(4⑪)

もの は一人 もな く、一 番小 さい もの は2フ ィー ト6イ ンチ だ った。父 の代 の セ ッター 、マ
(41)(42)(43)

ステ ィフ、 グ レイハ ウ ン ド、 ビー グル犬 を家 には大 きす ぎ乱暴 だ とい う理 由 で売 った り、

(44)

人 にや った りした。 そ して、 その代 わ りに仲 や キ ング ・チ ャール ズ ・スパ ニ エルや その他

の小 さな種類 の もの を飼 った。父 の時 の馬 も売 って しまった。 自分 用 に乗馬 用 、馬車 用 と
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く　 　ラ

して黒 の シェ トラ ン ド ・ポニ ー6頭 と白黒班 の ニ ュー フォ レス ト産 の子 馬 を飼 った。

この よ うに満 足 い くよ うに、す っか りや りか えて し まう と、 あ とに残 った の は この楽 園

に一緒 に住 む配 偶 者 を見 つ け る ことだ った 。ハ ー キ ュ リー ズ卿 は、 多感 な心 の持 ち主 で16

才か ら20才 の間 に一度 な らず 恋心 を抱 いた こ とが あ った。 しか し、 こ こで彼 の奇形 が最 も

つ らい屈辱 感 の根 源 とな った 。 とい うの は、か つ て選 ん だ相 手 に 自分 の気 持 ち を打 ち明 け

た ところ、一 笑 に付 され て しまった ことが あ った か らで あ る。 しつ こ く繰 り返 す と、 その

女性 は うる さい子 供 にす る ように彼 をつ まみ上 げ振 り回 し、 あ っち に行 け、 これ以上 困 ら

せ ない で と言 った。 この話 はす ぐに広 ま り 事実 この女性 は こ とある ご とに面 白いエ ピ

ソー ドとして話 してい た 痛烈 な皮 肉 と嘲 りが ハ ーキ ュ リー ズをひ ど く悩 ます ことにな

った。 この 頃書 かれ た詩 か ら、彼 が死 の う と考 えて いた と推 察 で きる。 しか し時 が経 っ に

つ れ て屈 辱感 は薄 らい で いったが 、 これ以 後 は どん な に激 しい恋 を して も二 度 と自分 の気

持 ち を打 ち明 け る こ とは しなか った 。財産 を相 続 し思 い通 りに 自分 の世 界 を造 れ る立 場 に

な って以 来 、 もし妻 を持 つ ので あれ ば とて も欲 しい と思 った し、情 の細 や か な恋多 き

性 質 だ ったの で 召使 い を選 ん だ時 と同 じよ うに、今後 は こび との中か ら選 ぶ べ きだ と

思 った。 しか し相応 しい妻 を見つ け るの は困難 だ った。 とい うの は、 美 し くて生 まれ の よ

い人 とで な けれ ば結 婚 した くなか った か らで あ る。ベ ンボ ウ ロ卿 の こび との娘 につい て は

小 さい とい う理 由の上 にせ む しだ とい うこ とで 断 った。 またハ ンプ シ ャー家 の孤児 の女 性

は、顔 が こび とに よ くあ る よ うに しわ くち ゃで醜 い とい う ことで断 った。 とう とうほ とん

ど成功 を絶 望視 して いた時 、信 頼 すべ き筋 か らベ ニ スの貴 族 テ ィテ ィマ ロ伯爵 の と ころに、

身 長3フ ィー トの非 常 に美 し く教養 の あ る娘 が い る こ とを知 った。 す ぐにベ ニ ス に向 か い、

貧 民地 区の一 画 のみ ず ぼ ら しい家 に妻 と五 人 の娘 と住 んで いた伯 爵 に会 っ た。 事 実、伯 爵

の牛活 は貧窮 して いて、 丁度 、道 化 の こび との役者 を失 った ばか りの旅 回 りの一座 に、 そ

の こび との娘 フ ィロ メナ を売 る交渉 を してい た ところだ った。 ハ ー キュ リー ズ卿 は彼 女 を

この不幸 な運 命 か ら救 うの に間 に合 った。 彼 は フ ィロメナ の優雅 さ と美 しさに心 を奪 わ れ

三 日間 の交 際 で結 婚 を申 し込 み、 父親 は この イ ギ リス人 の義 理 の息 子 の財力 と確 か な収入

源 を認 め、 父娘 共々 それ を受 け入れ た。 イ ギ リス大 使 が証人 として出席 す る とい う地 味 な

結婚 式 をあげ、 ハ ーキ ュ リー ズ卿 と花 嫁 は海路 イギ リス に戻 り、穏 や かで幸 せ な生活 に落

ち着 くこ とに な った。」

「ク ロー ム とこび とばか りの世界 は、フ ィロメナ を喜 ばせ た。彼 女 は この時 始 めて 、親切

な世 界 で 自分 と同 じ立場 の 人た ち と自由に生 きて いけ る と感 じた。夫 とは特 に音 楽 におい

て は共 通 の趣味 を持 って いた。 美 しい声 で とて も力 強 く、楽 に 中高音 の イの音 を出す こ と
　

が で きた。 夫 の弾 くクレモナ製 のバ イ オ リンに合 わ せ て、生 まれ故 郷 の オペ ラや カ ンター

　

タの楽 し く、優 しい歌 を唱 うのだ った。 ハ ー プ シコー ドの前 に坐 り、普 通 の人 の手 の た め

に作 られ た音楽 を二人 は四 本 の手 で弾 くこ とが で き、 この こ とはハ ー キュ リー ズ卿 を非 常
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に喜 ばせた。」

「英語やイタ リア語の本 を読んだ り音楽 を楽 しんだ りしない時 には、戸外で健康的なスポ

ーツ、例 えば湖 にボー トを浮かべた り、馬に乗 った りドライブをした りしていた。 こうい

った ものはフィロメナに とっては全 く始めての経験だったので、大喜びだった。彼女が上

手 に馬に乗れ るようになると、二人 は今 よりずっと広か った猟園に狩 りに出かけた。彼 ら

はキツネや野 ウサギではな く飼 ウサギを追い、食物 を与 えられていない30頭 の黒や栗毛色

の仲が小型の犬に負けない くらいウサギを追いかけ回 した。真紅の洋服 を着て、白いエク
　

スム ア産 の小馬 に乗 った四人 の こび との馬 丁が 猟犬 を追 いた て、主人 夫妻 は緑 の服 を着 て

黒 の シェ トラ ン ドか黒 白班 の ニ ュー フ ォレス ト産 の小 馬 に乗 って後 を追 った。 この狩 りの

様 子 は、犬、馬 、馬 丁 、二 人 も含 めて、 ウィ リアム ・ス タ ッブ スが絵 に描 いてい る。ハ ー

キ ュ リーズ卿 は、彼 の作 品 を高 く評 価 し普通 の背 の人 間 だ ったが絵 を描 かせ るた めに、屋

敷 に招待 していた 。 スタ ッブス は、 ハー キ ュ リー ズ卿 夫妻 が 四頭 の黒 い シェ トラ ン ド産 の

馬 の引 く緑 のエナ メル の馬 車 に乗 らて い る絵 を描 いた。 ハー キ ュ リー ズ卿 は ピンクのベ ル

ベ ッ トの上着 に白の半 ズ ボ ン、 フ ィロメナ は花 柄 のモ ス リンに ピ ンクの羽 の つ いた大 きな

帽子 をかぶ って い る。華 やか な馬車 に乗 った二 人 の姿 は、黒 い木々 を背景 に くっ き りと浮

き出 てい るが 、絵 の左側 は木 もまば らで、 だんだ んな くな り四頭 の黒 い小 馬 は太 陽の光 に

輝 く金褐 色 の雷 雲 の空 を背景 に して い る。」

「こ うして四年間 が幸せ の 内に過 ぎた。 四年 目の終 わ りにフ ィロメナ に子供 がで きた。ハ

ー キ ュ リー ズ卿 は非 常 に喜 ん だ。 「神 が も し全 能 な ら、 ラ ピス家 の 名 を不 朽 の もの と し、

我 々稀少 で繊細 な種 族 は、幾世 代 を も通 じて伝 わ り、現 在嘲 笑 られ てい る ものた ちの優 秀

さを世 界 が認 め る時 が、 いつ か は来 るで あ ろ う』 と日記 に記 した。妻 が男 の子 を生 んだ時 、

同 じよ うな詩 を書 いた。子 供 は この屋敷 の建 設 者 を記念 して フ ァーデ ィナ ン ドと名付 け ら

れ た。」

「数か 月が過 ぎ、あ る種 の不 安 が二人 の心 に芽 ば え始 めた。とい うの は、子供 が異常 な速

さで成長 した ので あ る。1才 の時 、ハ ー キ ュ リーズが3才 の時 と同 じ体 重 となった。『フ ァ

ーデ ィナ ン ドは次第 にその速度 を早 め る』とフ ィロメ ナは 日記 に書 いた。 『普通 とは思 えな

い』。18か 月 に して屋敷 の 中で一 番小 さい36才 の騎 手 と同 じ背 にな った。フ ァーデ ィナ ン ド

は巨大 な大 きさの 普通 の人 間 に な る運命 な のだ ろ うか?二 人 と もこの こ とにっい て は口に

出そ うとしなか ったが、 それ ぞれ 日記 には恐 れ と困 惑 した調子 で記 して いた。」

「3才 の誕生 日に は、フ ァーデ ィナ ン ドは母 よ りも背が 高 く父 よ り もわ ずか2イ ンチ低 い

だ けだ った。『今 日、始 めて我 々 は この ことについ て話 し合 った。恐 るべ き真実 は もはや隠

して はお けない。 ファーデ ィナ ン ドは我 々の仲 間 で はない。本 来 な らその健 康 と美 しさ を

祝 うはずの3才 の誕 生 日 に、我 々二 人 は、我々 の幸 せが破 壊 され る こ とに涙 した。神 よ、

この試練 に耐 え る力 をお与 え下 さい』 とハー キ ュ リーズ卿 は 日記 に書 いて い る。」
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オ ル ダ ス ・ハ ・ク ス レ ー 「ク ロー ム ・ イエ ロ ㌦ 幡羽訳 ②

「8才 にな った フ ァーデ ィナ ン ドは非常 に大 き く、並 み はずれ て健康 だ った。そ のた め両

親 は気 が進 まなか った が学校 に入れ る こ とに した。次 の学 期 の始 め にイー トンに送 り出 さ

れ た。 深 い平穏 が一 家 に訪 れた 。夏休 み には以前 よ りもっ と大 き く、逞 し くな った フ ァー

デ ィナ ン ドが帰 って来 た。あ る 日フ ァー デ ィナ ン ドは執 事 をな ぐり倒 し腕 を折 った。「彼 は

乱 暴 で思 いや りが な く言 うこ とを きか ない』と父 は書 い た。 『行 儀 を教 える には体 罰 しか な

い』。この時 フ ァー デ ィナ ン ドは父 よ りも17イ ンチ も背 が 高 く体 罰 な ど受 け る こ とは なか っ

た。」

「三 年後 の夏休 み、フ ァー デ ィナ ン ドは とて も大 きな マ ステ ィ フ犬 を連 れて クロー ム屋敷
く　

に戻 って来 た。 あ ま りに も食費 が か さむ とい うので 、 ウ ィ ンザ ーの あ る老 人 が手離 した も

のだ った 。乱暴 で信 頼 で きない犬 だ った。 屋敷 の 中 に入 るやハ ー キ ュ リーズ卿 お 気 に入 り

の仲 を一 匹 つか まえて、 口 に くわ え振 り回 して殺 しか け た。 この こ とにひ ど く腹 を立 て て、

ハ ー キュ リー ズ卿 は馬 小屋 に繋 いで お くよ う命 じた。 ファー デ ィナ ン ドはふ くれ て 、 これ

は 自分 の犬 で 自分 の好 きな ところで飼 い たい と答 えた。 父 は さ らに怒 って 、す ぐに屋 敷 か

らその犬 を出す よう命 じた。 フ ァー デ ィナ ン ドは拒 否 した。 丁度 その時母 が部 屋 の 中 に入

って来 て、犬 はあ っ とい う間 に彼女 に飛 びか か り、押 し倒 し腕 と肩 に咬 み つい た。 も しハ

ー キ ュ リー ズ卿 が剣 を抜 き犬 の心臓 に突 き刺 さ なか った ら、間 違 いな く喉 をか き きられ て

い た に違 い な い。 父 は息子 に向か って母親 を殺 そ う とした人間 が彼 女 と同 じ部屋 にい る資

格 は ない、 す ぐに部屋 を出 てい け と命 じた。大 きな犬 の死体 に片足 をお き、 まだ血 のつ い

てい る剣 を手 に して立 って い るハー キ ュ リーズ卿 の姿 は、 あ ま りに も恐 ろ し く、 その命令

す る口調 と顔 付 きは断 固 としてい たの で、 フ ァー デ ィナ ン ドは怖 くな って部 屋 を出て、 そ

の夏 は模 範 的 に過 ご した。母 の傷 は間 もな く癒 えたが 、心 に受 けた傷 は根 深 く、 それ以後

いつ も恐 怖 を感 じる よ うにな った。
くう　

フ ァー デ ィナ ン ドが ヨー ロ ッパ旅行 を してい た二年 間 が、両 親 に とって は幸 せ で平穏 な

時 だ った。 しか しその時 で も将来 の不 安 が頭 か ら離 れ なか った し、昔 の遊 び で気 を紛わ す

こ ともで きな か った。 フ ィロメナ夫人 は歌 を唱 うこ とが で きず、 ハー キュ リーズ卿 は リュ

ーマ チの た めバ イオ リンを弾 くこ とが で きなか った。 彼 は仲 を連 れ て乗馬 をす る こ とはあ

っ たが、妻 の 方 は年 を とり例 のマ ス テ ィフ犬の一 件以 来 、神 経質 にな って いてで きなか っ

た。夫 を喜 ばせ るた め彼 女 にで きる こ とは、 シ ェ トラ ン ド産 の最 も安 全 で年老 いた馬 の引

く馬車 に乗 って遠 くか らお供 をす る こ とだ った。」

「フ ァーデ ィナ ン ドの帰 国の 日にな った。フ ィロ メナ は漠 然 と した恐怖 と予感 を感 じ、自

室 に引 きこ もった。ハ ー キ ュ リー ズ卿一一人 が息子 を出迎 えた。茶 色 の旅行 着 を着 た巨人 が

部 屋 の 中 に入 って来 た。 『おか え り』 とハ ーキ ュ リー ズ卿 は少 し震 え る声 で言 った。」

「『お元気 そ うです ね』 とフ ァー デ ィナ ン ドは体 をかが めて握手 を した。 それか ら また、

体 を伸 ば した。父 の頭 の先 が 息子 の お し りの高 さだ った。」
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オルダス・ハックスレー 「クローム ・イエロー」(翻 訳③)

「フ ァー デ ィナ ン ドは一人 で帰 って来 たので はなか った。 同 じ年 頃の友人 二人 が一緒 で、

それ ぞれが召使 い を連 れて いた。 この30年 間、 これ だ けの数の普通 の大 きさの人 間で、神

聖 な ク ロー ム屋敷 が汚 され た こ とはなか った。 ハ ーキ ュ リーズ卿 は胆 をつぶ し腹 を立 てた

が 、客 を もてなす掟 には従 わな けれ ばな らなか った。彼 は若 者 たち を丁重 に迎 え、召使 い

を台所 にや り十分 世話 をす る ように命 じた。」

「昔の食 卓が 出 され、埃 を払 われ た(ハ ー キュ リー ズ夫 妻 はいつ も高 さ20イ ンチの小 さな

テー ブル で食 事 を していた)。 年 老 いた執 事 サ イモ ンは その大 きなテ ー ブル の端 か らや っ

と顔 を出 せ るだ けで、 ファー デ ィナ ン ドと客が連 れ て来 た三人 の召使 いに手伝 って もらっ

て 夕食 の給仕 を した。」

「ハ ー キュ リー ズ卿 は、主人役 を勤 め いつ もの よ うに優 雅 に外国旅 行の楽 しみ、外国 で出

会 う芸術 や 自然の 美 しさ、 ベニ スのオペ ラやベ ニス の教 会 での孤 児 たちの合唱 な どの話 を

した。 若者 た ちは、特 に彼 の話 に耳 を傾 け もせ ず、執事 が必死 になって皿 を取 り代 えた り

グラス に酒 をつ ぐの を見 ていた。彼 らは激 し くせ きこんだ り息 を とめた りして、大笑 い を

抑 えてい た。 ハー キ ュ リーズ卿 は気 づか ないふ りをしていたが、話題 をス ポー ツに変 えた。

これ に対 して若 者 の一人 が、仲 を使 って ウサギ狩 りをす るの は本 当か と尋 ねた。 ハー キ ュ

リー ズ卿 はそ うだ と答 え、詳 し く説 明 し始 めた。若 者た ち は大笑 い した。」

「夕食 が終わ る と、ハ ー キュ リーズ卿 は椅子 か ら降 り、妻 が どうして い るか見 にいか ねば

と言 いおやす み を言 って出 て行 った。 大笑 いの声 が彼 の後 を追 った。 フ ィロメナは眠 って

は いなか った。ベ ッ ドに横 にな って、大 笑 いす る声 や階段 や廊 下 に響 く重 い足音 を聞 いて

いた。ハ ー キ ュ リー ズ卿 は彼女 のベ ッ ドサ イ ドに椅子 を持 って来 て、妻 の手 を握 りなが ら

長 い間 じっ と黙 って坐 って いた。10時 頃二人 は激 しい物 音 にび っ く りした。 グ ラスの壊れ

る音 、足 を踏 み鳴 らす音 、叫 び声 と大笑 い。騒 々 しさは数分 間続 いた。ハ ーキ ュ リーズ卿

は妻 が とめ るの も聞か ず立 ち上 り、何 が起 きたのか見 に行 こう とした。階段 に は明 りが な

か った ので、ハ ーキ ュ リーズ卿 は手探 りで階段 を一段 降 りる毎 に踏 み板 の上 に立 ち止 ま り、

それ か らまた一歩足 を踏 み出 して降 りて行 った。騒 ぎは下の方 が激 しか った。 叫 び声 は意

味の わか る言葉 にな った。食 堂 の ドアの下 か ら一筋 の光 が もれ ていた。 ハー キ ュ リーズ卿

はつ ま先立 ちで広間 を横 切 った。 ドアに近 づ いた途端 に、 また恐 ろ しいばか りの グラスの

割れ る音 と、金属が が ちゃが ちゃ鳴 る音が した。何 を してい るのか?つ ま先立 ちで鍵穴 か

らの ぞいた。 め ちゃ くちゃに なったテー ブルの真 中で、体 のバ ラ ンスが とれ ない くらい酔

っぱ らった執事 のサ イモ ンが 、 ジグダ ンス を していた。足 で壊れ た グラス を踏 みつ け、靴

はこぼれた酒 で濡れ て いた。三人 の若者 はテー ブル をか こみ手 をたた いた り、空 の ワイ ン

の壕 でテー ブル をた たいて叫 んだ り、大 笑 い していた。壁 に もたれて いた三人 の召使 い も

笑 っていた。 フ ァー デ ィナ ン ドが突然 、踊 ってい る執事 にクル ミを投 げっ けた。彼 はびっ

く りして、 ぼ一 として よろめ きひ っ くり返 り、デ カ ンタや グ ラスを壊 して しまった。彼 ら
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オルタス・ハ ・クスレー 「クローム ・イエロー」1翻訳⑧

は彼 をだ き起 こし、 ブ ラ ンデー を飲 ませ背 中 をた た いた。老 人 はに っ こ り笑 って しゃ っ く

りを した。 『明 日は、』 とフ ァ～ デ ィナ ン ドが言 った、 『家 中でバ レー を しよう』。 『お父 さん

の ハー キ ュ リーズ に は棒 を持 たせ て ライ オ ンの皮 をか ぶせ よ う』 と友 人 の一 人が 言 う と、

三人 とも どっ と笑 い ころげた。」

「ハ ーキ ュ リーズ卿 は これ以 上見 るの も聞 くの もや めた。広 間 を横 切 り、や っ との思 い で

一段 つ つ階段 を上 って行 った
。終 わ りだ。 この世 に は もう彼 の い る場 所 はなか った。 フ ァ

ー デ ィナ ン ドと彼 が共 にい る場 所 はなか った
。」

「妻 は まだ起 きて いた。 もの問 いた げ な様 子 に彼 は答 えた。 『年 寄 りの サ イモ ンをか らか

ってい る。明 日は我 々の番 だ』。二 人 は しば ら く黙 ってい た。」

「と うとう フィ ロメナが 言 った。 「明 日 とい う日を見 た くな いわ。』」

「『その 方が いい』 と、 ハー キ ュ リー ズ卿 は言 った。 自分 の部屋 に行 き、 日記 にその 日の

出来事 を詳 し く書 いた。 日記 を書 い てい る間 、召使 いを呼 んで11時 に風 呂 に入 る準 備 をす

るよ う言 い つ けた。 日記 を書 き終 わ る と、妻 の部 屋 に行 き、 彼女 が 眠れ な い時 にい っ も飲

む量 の20倍 の阿片 を一服 作 り、 『睡 眠薬 だ よ』 と言 って渡 した。」

「フ ィロメナ はその コ ップ を受 け取 り、 しば ら く横 に な って いた が す ぐに は飲 まな か っ

た。目に は涙 が浮 か んで い た。『夏 に テラ スに腰 か けて二人 で唱 った歌 、覚 えて い らっ しゃ
(52)

る?』 そう言 って彼女 はス トラデラの 「愛 よ愛 よ、眠るなかれ』の二、三小節 をかすれた

声で唱 い始 めた。 『それにあなたはバイオ リンをお弾 きにな りましたね。つい この間のよ

う。で ももう昔のことね。 さような ら、あなた。 また会 える時 まで』彼女 は薬 を飲み干 し

枕 に頭 を置 き目を閉 じた。ハーキュリーズ卿 は彼女の手にキスを し、彼女 を起 こさないよ

うそっ とっま先立ちで部屋 を出た。部屋 に戻 り妻の 自分への最後の言葉を記 し、指示通 り

に準備 してあった湯 を浴槽の中に入れた。湯 は熱す ぎてす ぐには入れなかったので、本棚
(53>(54)

か らスエ トー ニ アスの本 を取 り出 した。 セネ カの死 の様子 を読 みた い と思 った。パ ラパ ラ

とめ くって みた。 『しか し彼 は、 こび とを自然 の戯 れ、不 吉 の前兆 として嫌 った』彼 はな ぐ
(55)(56)

られ た よ うに立 ちつ くした。 この ア ウグ スタ ス とい う男 は、 ステ ン トール の ような声 を持

ち身長2フ ィー ト、体重17ポ ン ドの ル シア ス とい う名 門 の青年 を、 円形競技 場 で見世 物 に
67)(58)(59)(60>

したの だ った。 彼 はペ ー ジ を繰 った。 テ ィベ リウス 、 カ リブラ、 クラ ウデ ィウ ス、 ネロ。
(61)

ます ます恐 ろしい物語だった。『彼 は師セ ネカに自殺 を強制 した』ペ トロニウスが登場す

る。彼 は最期の時に、友人たちを呼び、切 り開かれた血管か ら生命が引いてい く間 に、哲

学の慰めではな く恋愛や情事の話 をさせた。 インクつぼにペ ンを浸 し、彼 は日記の最後の

ページに書 いた。「ローマ人の如 く死んでいった』。それから片足を湯の中に入れ熱 くない

ことを確 かめる と、ガ ウンを脱 ぎ手に剃刀 を持 ち、浴槽 の中に坐 った。左手の動脈 を深 く

切 り、横 にな り瞑想にふ けった。血が流れ出て、環や螺旋 になって水面 に浮かんでいった。

しば らくして浴槽全体が ピンク色 になった。色が濃 くな りハーキュリーズ卿 はどうするこ
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オルダス・ハ ノクスレー 「クローム ・イエローj(翻 訳③)

と もで きない睡魔 を感 じた。夢 か ら夢 へ と沈 んで い った。 ま もな く熟 睡 した。 彼 の小 さな

体 には それ ほ ど多 くの血 はな か った。」

第14章

昼食後の コー ヒー を飲むため、一同 はいつ もの ように図書室 に席 を移 した。窓 は東向 き

で、今の時間 はここが屋敷の中で一番涼 しい場所 だった。大 きな部屋 で、18世 紀中に作 ら

れた優雅なデザインの白い棚がついていた。見せか けの本が本物 らしく並んでいる一方の

壁の真中にある ドアを通 る と、幅の広い戸棚があ り、そこにはた くさんの手紙や古新聞の

山に混 じって、二代 目ファーディナン ド卿が ヨーロッパ旅行か ら持 ち帰 ったエジプ ト人の

ミイラの棺がひっそ りと置かれていた。10ヤ ー ド離れた ところか らちらりと見ただけでは、

この ドアは本物の本がた くさん詰 った本棚の続 きとしか見 えなかった。手にコー ヒーカッ

プを持ったスコーガン氏が、その偽物の本棚の前に立 っていた。 コー ヒー をちび りちび り

飲 みなが ら話 を始めた。

「一番下の棚 には14巻 の百科辞典がある。役には立つが、『フィンラン ド語辞典』同様、

少々退屈だ。「人名辞典』の方が よく見 える。『偉人伝』、『偉大 な事 を成 し遂げた人々』、「彼

らに影響を与えた偉人たち』、『普通の人たち』。 それか ら、『トムの業績 と放浪』全10巻 、

『見果 てぬ夢』、無名の作家 による6巻 足 らずの『ある物語』。しかし、おや これは何だ ろう?」

ス コーガン氏 は、つま先立ちでのぞ き込んだ。 「『ノックスポッチの話』全7巻 。 「ノックス

ポ ッチの話』」と彼 は繰 り返 した。「ヘン リー」と彼の方を振 り向いて言った。「君の持 って

いる中で、 これが一番いいね。 この本のためな ら残 りの本全部 を売 ってもいい くらいだ。」

初版本 を数多 く持 っているウィンブッシュ氏 は嬉 しそうに微笑んだ。

「本の背表紙 とタイ トルだけを持つ こともで きるね?」 とスコーガ ン氏 は続 けた。戸棚 を

開 け、他 にも本があ りそ うだ と思って中をのぞ き込んだ。「ち え」と言 って ドアをパ タンと

閉めた。「埃 とかびの臭 いがする。象徴的だ。びっ くりす るような ものを期待 して、過去の

傑作 を手 にし、開けてみると暗闇 と朽 ちた臭い しかない。一体、飲酒、好色、我が儘 と言

った悪徳以外の何 を読 もうとするのか?我 々は自分の心 を満足 させ るために本を読 む。何

よりも物 を考 えないために本 を読む。 しか し 『ノックスポッチの話』…。

彼は言葉 を切 り、考 え深 そうにこの架空の手 に入 ることのない本の背表紙 を指でたたい

た。

「で も、あなたの読書 についての考えには賛成で きませんわ。真面 目な読書 とい う意味で

す けど」 とメア リーが言 った。

「そ うです、メア リー、その通 りです。この部屋 に真面 目な人 がいるのを忘れてい ました」

とスコーガ ン氏が答えた。
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オ ・しダ ス ・ハ ・クスレー 内クロー ム ・イエ ロー 一 ・翻 訳⑧

「僕 は 、 伝 記 と い う も の が 好 き で す 」 と デ ニ ス が 言 っ た 。 「理 解 で き る の で 。」

「え え 、 伝 記 は 立 派 で す 。 伝 記 は す ば ら し い も の で す 」 と ス コ ー ガ ン 氏 は 同 意 し た 。 「伝

(62)

記は上品で19世 紀風のスタイルで書かれている と思 います一 言葉によるブライ トンの展

示館の ようなものです。」スコーガン氏は手をあげ、間違 った という風に手をおろした。「へ
(63)(64)

レネー につ いての伝記 を読 んで御 覧 な さい。 白鳥 に姿 をか えた ジェ ピターが どん な風 に し

(65)

て レダに対 して 「その地位 を利 用 した』 か読 んで下 さい。 神々 につ いての伝 記 を書 いて い

る とい うこ とを考 え る と!何 とい う仕 事 だ、ヘ ン リー!君 の この馬鹿 々々 しい配 置 のお蔭

で読 めや しな い じゃな いか。」

「私 は 『見 果 てぬ夢 』の 方が好 きだわ」 とア ンが言 った。 「6巻 の小説 この方が落 ち

着 くわ。」

「落 ち着 く」とス コー ガ ン氏 は繰 り返 した。 「その通 りだ。 「見果 てぬ夢』は健 全 だ。 しか

し、少 し時代 遅 れだ。50年 代 の牧 師 の生 活 、典 型 的 な上 流 階級 の人 間、 百姓 た ちの悲哀 と

喜劇 、 そ して、背景 には いつ も 自然 の美 しさが穏 やか な調子 で描 かれ て いる。何 もか もし

っか りして いて いいの だが 、少々退 屈 だ。個人 的 には 「トムの業績 と放 浪』 の方 が好 きだ

なあ。風 変 わ りな トム氏 。仲 間 は トム トム爺 さん と呼 んで い る。彼 は10年 間 をチベ ッ トで

過 ご し、 ヨー ロ ッパ 航路 のバ ター産 業 に従事 して いた。 そ して一財産 作 って36才 で事 業 か

ら引退 す る こ とが で きた。残 りの人 生 を旅行 と推理 小説 に費 や し、 これ が その成果 です。」

そ う言 って ス コーガ ン氏 は見 せか けの本 を トン トン と叩 い た。 「さあ、今度 は 『ノ ックスポ

ッチの話 』で す。何 とす ば らしい本 だ、何 とすば らしい人 物 だ!ノ ックスポ ッチ は小 説 の

書 き方 を知 ってい た。 デニ ス、 も し君 が この ノッ クスポ ッチの本 を読 め ば、若者 の精 神 の
(66>(67)(68)

成長 な ど とい うつ まらない ものや 、チ ェル シー、 ブルー ム ズベ リー 、ハ ムス テ ッ ドとい っ

た文 化的 な ところでの生活 につい ての どうで もい い よ うな細 々 とした こ とは、永 久 に書 け

な くな ります よ。読 まれ る本 を書 くように しな さい。 しか し、 ああ!こ の本 の並 べ方 のお

蔭で ノ ックスポ ッチ も読 めや しな い。」

「僕 以上 にその事実 を悔 や んで い る人間 はい ませ ん よ」 とデニ スは言 った。

「ノック スポ ッチ だ」 と、 ス コー ガ ン氏 が続 けた。 「我 々 を写 実小説 の重圧 か ら解 き放 っ

て くれた の は偉大 な ノ ッ クス ポ ッチ だ。 ノックスポ ッチ は こ う言 ってい る、 『私 の人生 は、

中流 階級 の内実 につ いて読 ん だ り書 いた りす るの に時 間 を さ くほ ど長 くはな い』 と。 さら

に こう も言 ってい る、『社会 に どっぷ りつか って い る人間 を見 るの は飽 き飽 き した。自由 に

楽 し く空 間 に絵 を描 きた い。』」

「ノ ックスポ ッチ は理 解 しに くい と思 うの です が」 とゴ ンボ～ル ドが 言 った。

「そ うです 」 とス コーガ ン氏 が答 えた。「彼 は目的 を持 っていた んで す。実際 よ り深 い よ

うに見 せ てい ま した。 しか し、彼 が暗 く曖昧 なの は その格言 の 中だ けです。物 語 の中で は

は っ き りして い ます。 そ うだ、 あの物語!何 とす ば ら しい。 ど うや って説 明 した らい いか。
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オ ル ダ ス ゜ハ ツ ク ス レ ー 「ク ロー ム ・イ エ ロ ー 」(翻 訳 ③)

現実離れ した人物が派手な服 を着て、ブランコに乗 っている芸人の ように、本のページの

中 を軽快 に飛 んで行 く。並 みはずれた冒険 と並みはずれた思索がある。知性 も感情 も、文

明生活のあらゆる馬鹿 げた偏見から解 き放たれて、あっちに行 った り、 こっちに来た り、

進 んだ り後戻 りした り、突 き当たった りしなが ら、複雑微妙 なダ ンスをしなが ら動 く。果

て しない知識 と空想が手に手 をとって歩 き回る。現在 と過去のあ らゆる主題について、あ

らゆる思想が この作品の中にひ ょい と現われ、厳か に微笑んだ り、その思想の調刺 にしか

めっつ らをした りして、何か新 しい ものに場所 を明 け渡 して消 えてい く。彼の作品の表面

に現われ る言葉は、豊かで様 々に変化する。ウィッ トはひっき りなしに現われている…」

「しか し例 をあげることはできないで しょう」とデニスが口をはさんだ。「具体的な例 を。」
169)

「ああ!」 とス コーガ ン氏 が答 えた。「ノ ックスポ ッチ の偉 大 な本 はエ クス カ リバ ーの剣 の

よ うな もの です。 この ドア に しっか りと突 きさ さって いて 、才能 を持 った作家 が現 わ れ て

作 品 を書 い て くれ るの を待 って い るの です 。私 は作 家 で はない し、 こんな仕事 をす る資格

もあ りませ ん。 この木 製 の牢獄 か らノ ックス ポ ッチ を引 っ張 り出す こ とは、 デニ ス 、君 に

まか せ ます よ。」

「それ は どう も」 とデ ニス は言 った。

(注)

テ キ ス ト は 、AldousHuxley,C70〃zεy2〃oω(Harmondsworth,PenguinBooks,1974)を 使 用 。

(1)Shelley:PercyByssheShelley(1792～1822)、 英 国 の 叙 情 詩 人 。P70〃z6'勉 〃sσ 励o観4

(1820)、046'o〃z6晩 ∫'備 ウ261(1819)Q

(2)WilliamMorris:英 国 の 詩 人 、 工 芸 美 術 家(1834～96)。

(3)P名oo6γ ∂∫(ゾSolo〃zoη:『 ソ ロ モ ンの 箴 言 』Solomonは 紀 元 前10世 紀 の イ ス ラ エ ル の 王 で

Davidの 子 。 賢 人 と して 有 名 。

(4)Boδthius:AniciusManliusSeverinus(475?～525)、 ロ ー マ の 哲 学 者 、 政 治 家 。 η26Coηso・

彪万07zofPhilosophy。

(5)Epictetus:ギ リ シ ア の ス トア 派 の 哲 学 者(60～120?)。

(6)MarcusAurelius:ロ ー マ 皇 帝(121～180)。 ス トア 派 哲 学 者 、 著 述 家 。

(7)Erasmus:DesideriusErasmus(1466～1536)、 オ ラ ン ダ の 人 文 主 義 者 。 文 芸 復 興 運 動 の 先 覚

者 。7物6P雇s6(ゾFo1砂(1509)。

(8)Paganini:Nico1δPaganini(1782～1840)。 イ タ リア の バ イ オ リニ ス ト、 作 曲 家 。

(9)Guarnerio:GiuseppeAntonioGuarnerio(1698～1744)、 イ タ リアCremonaの バ イ オ リ ン製

作 者 。

(10)Beckford:WilliamBeckford(1760～1844)、 英 国 の 著 述 家 。"Fonthi11"と 呼 ば れ た ゴ シ ッ

ク 式 の 高 さ260フ ィ ー トの 塔 の あ る邸 に 引 籠 り、 世 間 と没 交 渉 の 趣 味 生 活 を送 っ た 。

(11)Portland:DukeofPortland

(12)Cavendish:HenryCavendish(1731～1810)、 英 国 の 物 理 学 者 、 化 学 者 。

(13)PoorWhite:(軽 蔑 的 に)特 に米 国 南 部 、 南 ア フ リ カ の 無 知 で 金 、 財 産 も な く、 社 会 的 身 分

の 低 い 白人 。 貧 乏 白 人 、 劣 等 白 人 。
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オ ル ダ ス ・ノい ノク ス レ ー ニク ロ ー ム ・ イエ ロ ー 、(翻 訳 ③1

(14)villanel1:ビ ラ ネ ル 。19行2韻 体 の 詩 形 。通 例5つ の3行 連 句 で 書 か れ 、最 後 に4行 連 句 が 続

き全 部 が2つ の 韻 に基 づ い て い る 。本 来 イ タ リア の 民 謡 に 由 来 す る フ ラ ン スの 詩 型 。英 詩 で は19

世 紀 以 後 用 い られ て い る 。

(15)Blight(胴 枯 れ 病)、Mildew(う ど ん 粉 病)、Smut(黒 穂 病)。 こ れ は 、"Whatarethethree

diseaseofwheat?"に 対 す る 答 え で あ る が 、実 際Maryが 、Denisに 尋 ね た の は"Whichcontem・

porarywriterdoyoulike?"と い う もの で あ っ た 。

(16)Squire:SirJohnCollings(1884～1954)、 英 国 の ジ ャー ナ リ ス ト、詩 人 。、4π〃zo7(ゾ1刑 αg勿αり・

亀)6661z6s(1912)。

(17)Binyon:LawrenceBinyon(1869～1943)、 英 国 の 詩 人 、 翻 訳 家 、 美 術 史 家 。 大 英 博 物 館 東

洋 部 長 。1929年 来 日 。 五απ4∫6砂6助Eηg♂ 納 、4γ!αηゴPo8'7y(1930)。

(18)Shanks:EdwardRichardBuxton(1892～1953)、 英 国 の 詩 人 、 批 評 家 。

(19)Childe:VereGordon(1892～1957)、 オ ー ス ト ラ リ ア 生 まれ の 英 国 の 人 類 学 者 、 考 古 学 者 。

陥6z'五1とzカ¢)67z64〃2H♂ ∫'o冗y(1942)。

(20)Blunden:EdmundCharlesBlunden(1896～1974)、 英 国 の 詩 人 、 批 評 家 。 東 京 帝 国 大 学 講

自雨(1924～27)。 乙1726!67'072〔ヲ∫(ゾ亀肱7(1928)。

(21)Earp:WyattEarp(1848～1929)、 米 国 西 部 の 保 安 官 。

(22)Abercrombie:LascellesAbercrombie(1881～1938)、 英 国 の 詩 人 、批 評 家 、劇 作 家 。1漉 γ!%46

α多24、Pb6ηz∫(1908)o

(23)Drinkwater:JohnDrinkwater(1882～1937)、 英 国 の 詩 人 、劇 作 家 、批 評 家 。、4∂πz加初 石 ηω1η

(戯 曲)(1918)Q

(24)Tagore:RabindranathTagore(1861～1941)、 イ ン ドのBengali語 に よ る詩 人 。1913年Nobel

文 学 賞 。 『ギ ー タ ー ン ジ ャ リ』(1912)。

(25)Egeria:(ロ ー マ 神 話)ロ ー マ 第2代 の 王 ヌ マ ポ ン ピ リウ ス 王 に 宗 教 上 の 指 導 を し た と言 わ れ

る ニ ン フ 。 王 の 祭 儀 と政 治 上 の 相 談 役 。

(2①Cubism:立 体 主 義 、 キ ュ ー ビ ズ ム 。20世 紀 初 頭 に起 こ っ た 芸 術 運 動 。 自 然 の 再 現 的 描 写 か ら

脱 し、 対 象 を分 析 し 画 面 に 再 構 成 す る。Picasso、Grisに よ っ て 始 め られ 、 現 代 芸 術 に 大 き な 影

響 を 与 え た 。 物 体 の 構 成 の 強 調 、 自 然 の 形 態 の 幾 何 学 的 形 態 へ の 置 き か え が 特 徴 。

(27)Caravaggino:MichelangeloCaravaggino(1573～1609)、 イ タ リ ア バ ロ ッ ク の 代 表 的 画 家 。

(28)trompe-1'oeil:た ま し絵 。 実 物 と見 ま ご う ほ ど の 精 密 で 迫 真 的 な 描 写 。

(29)representationalism:再 現 主 義 。対 象 を そ れ とわ か る よ う に描 写 す る技 法 。特 に対 象 の 外 面 的

特 性 を 目 に 映 る通 り に描 写 す る 主 義 、 技 法 。

(30)chiaroscuro:キ ア ロ ス ク ー ロ、 明 暗 法 。 他 の 色 を 用 い な い で た だ 明 暗 を 主 と した 画 法 。

(31)Marlborough:IstDukeofMarlborough(1650～1722)、 英 国 の 将 軍 。 スペ イ ン継 承 戦 争 中 、

Blenheimの 会 戦 で フ ラ ン ス の ル イ14世 の 軍 に 大 勝 。

(32)jig:ジ グ舞 曲 。 急 速 度 で 軽 快 な6分 の8拍 子 の ダ ン ス 。16～17世 紀 英 国 で 流 行 。

(33)Abram:Abraham。 古 代 ヘ ブ ラ イ 民 族 の 始 祖 。

(34)Homer:紀 元 前10世 紀 頃 の ギ リシ ア の 詩 人 。1磁40め ・∬の 。

(35)Tuba1:Tubaレcain。 刃 物 を鍛 え る者 の 祖 先 。

(36)Jabal:LamechとAdahの 子 、 遊 牧 民 の 祖 。

(37)Jubul:Jabalの 弟 。 音 楽 の 父 、 楽 器 製 作 者 の 祖 と さ れ る 。

(38)Telles:(ロ ー マ 神 話)大 地 の 女 神 、 結 婚 と豊 産 を司 る 。

(39)Pharos:エ ジ プ ト北 部Alexandriaの 小 半 島 。 古 くは 湾 内 の 小 島 。 紀 元 前3世 紀 、 こ こ に 大 理

石 の 灯 台 が 建 て られ た 。

(4ωsetter:Englishsetter。 英 国 で 作 り出 さ れ た 鳥 猟 犬 種 の イ ヌ 。

(4Dmastiff:大 型 で 短 毛 の 番 犬 用 犬 種 の イ ヌ。
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オ ル ダ ス ・ハ ッ ク ス レ ー 「ク ロ ー ム ・ イエ ロ ー 」(翻 訳 ③)

(42)greyhound:野 ウ サ ギ 狩 りに 使 わ れ る体 高 の あ る足 の 速 い 猟 犬 種 の イ ヌ 。

q3)beagle:肢 の 短 い 耳 の 垂 れ た 小 型 猟 犬 種 の イ ヌ 。 徒 歩 で す る 野 ウサ ギ狩 り に使 わ れ る 。

㈹KingCharlesspaniel:こ れ を愛 玩 し た 英 国 王CharleslIに ち な む 、 小 型 犬 種 の イ ヌ。

@5)Shetlandpony:Shetland諸 島 原 産 の 、 高 さ が 肩 で3フ ィ ー ト内 外 の 毛 が 荒 ら く、極 め て 頑 丈

な 一 品 種 の 小 馬 。

㈲NewForest:イ ン グ ラ ン ド南 部Hampshire州 に あ る森 林 で 国 立 公 園 。1079年Williemthe

Conqueorの 命 で 造 られ た 。

㈲Cremona:イ タ リア 北 部Po川 に 臨 む 古 都 。16～18世 紀 に お い て はバ イ オ リ ン製 造 で 有 名 。

@8)cantata:17世 紀 イ タ リア 起 源 の 音 楽 形 式 。 独 唱 者 に よ る叙 唱 、詠 唱 を 中 心 と す る。 多 楽 章 か

ら成 り重 唱 や 合 唱 も これ に 加 わ る こ とが あ る。

(49)Exmoor:イ ン グ ラ ン ドSomerset州 北 部 とDevon川 北 部 に わ た る 高 原 地 方 。

(5①Windsor:イ ン グ ラ ン ド南 部Berkshire州 東 部 の 都 市 。Tharnes川 に臨 みWilliamtheCon-

gueor以 来 、 歴 代 の 王 宮 が あ っ た 。

(51)GrandTour:昔 、英 国 で 上 流 階 級 の 子 弟 に そ の 教 育 の 仕 上 げ と し て 行 わ さ せ た 、 ヨ ー ロ ッパ

大 陸 巡 遊 旅 行 。

(52)Stradella:AlessandroStradella(1645～82?)、 イ タ リア の 作 曲 家 。

(53)Suetonius:ロ ー マ の 伝 記 作 家(69?～140?)。

(54)Seneca:LuciusAnnaeus(4B.C.?～A.D.65)、 ロ ー マ の ス トア 派 の 哲 学 者 、 悲 劇 作 家 。

(55)Augustus:ロ ー マ 最 初 の 皇 帝(27B.c.～A.D.14)。 シ ー ザ ー の 後 継 者 、 国 政 を 改 革 し学 芸

を奨 励 した 。

(56)Stentor:1磁4に 登 場 す る 大 声 の 布 告 人 。50人 に 匹 敵 す る 声 を持 っ て い た と言 わ れ て い る。

(57)Tiberius:ロ ー マ 第2代 皇 帝(42B.C.～A.D.37)。

(58)Caligula:ロ ー マ 皇 帝(12～41)。 暴 虐 無 道 で 知 られ る。

(59)Claudius:ロ ー マ 皇 帝(10B,C.～A.D.54)。

(60)Nero:ロ ー マ 皇 帝(37～68)。 残 虐 、 淫 蕩 で 暴 君 。

(61)Petronius:(?～66)、Neroの 廷 臣 。

(62)Brighton:イ ン グ ラ ン ド南 東 部 、EastSussex州 の 都 市 。 イ ギ リス 海 峡 に 臨 む 英 国 最 大 の 海 水

浴 場 。

(63)Helen:(ギ リ シ ア 神 話)ZeusとLedaを 父 母 とす る 絶 世 の 美 女 で 、 ス パ ル タ 王Menelausの

妻 。 トロ イ のParisに 連 れ 去 られ た こ と か ら トロ イ 戦 争 が 起 き た 。

(64)Jupiter:ギ リシ ア神 話 のZeusに あ た る。 神 々 の 王 で 天 の 支 配 者 で あ る 最 高 の 神 。

(65)Leda;(ギ リ シ ア 神 話)Zeusが 白鳥 の 姿 で 言 い 寄 っ て 妻 と した 女 性 。Helenの 母 。

(66)Chelsea:London南 西 部Thames川 の 北 岸 に あ る 住 宅 地 。18世 紀 に は磁 器 を生 産 、 古 く画 家 、

文 人 が 多 く住 ん だ の で 有 名 。

(67)Bloomsbury:Thames川 とCharingCrossの 北 に あ るLondonの 一 地 区 。 ロ ン ドン大 学 や 大 英

博 物 館 な どの あ る住 宅 地 域 で 、そ こ に は 多 くの 著 名 な 芸 術 家 、作 家 な どが 住 み 文 教 地 区 と し て 知

られ て い る 。

(68)Hamstead:London北 西 部 の 旧 自 治 区 。 丘 の 多 い 地 域 で 住 宅 地 。

(69)Excalibur:ア ー サ ー 王 の 魔 法 の 剣 。
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